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1 下記の小問 (1)～(3)に示した不定積分を求めよ。(10点× 3問=30点)

(1) I1 =

∫
2x2 − x− 6

x2 − x− 6
dx (2) I2 =

∫
1

cosx
dx (3) I3 =

∫
x+ 3

x2 + 4x+ 5
dx
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2 下記の小問 (1),(2)に示した広義積分を, αの値で場合分けして計算せよ。もし積分が∞に発散するか、または、−∞に

発散するか、存在しない場合はそのことを示せ。ただし, αは実数の定数で, α > 0とする。また、下記の小問 (3)に示

した重積分を計算せよ。さらに、下記の小問 (4)に示した累次積分を計算せよ。(10点× 4問=40点)

(1) J1 =

∫ 1

0

1

xα
dx (2) J2 =

∫ ∞

1

1

xα
dx (3) J3 =

∫∫
D

xy dxdy, D : y = x, x = 1, x軸に囲まれた領域.

(4) J4 =

∫ 0

−1

dx

∫ x+1

0

(2x− e(y−1)2) dy +

∫ 1

0

dx

∫ −x+1

0

(2x− e(y−1)2) dy (ヒント：積分の順序を入れ替えよ）
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3 下記の小問 (1)～(3)に示した積分またはその極限値を求めよ。（10点× 3問=30点）

(1) K1 =

∫∫
D1

(x− y)2 dxdy, D1 = {(x, y) | |x+ 2y| 5 3, |x− y| 5 6}

(2) K2 =

∫∫
D2

x2 dxdy, D2 = {(x, y) | x2 + y2 5 1 }

(3) K3 = lim
R→∞

∫∫
DR

e−x2−y2

dxdy, DR = {(x, y)| x2 + y2 5 R2, 0 5 x, 0 5 y}
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